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研究課題の概要

生物系研究資材の保全・活用体制は21世紀の研究環境として必須である。しかし、そのための我国
の体制は質・量ともに不十分であり、多大な研究開発投資の成果としての研究資材の保全が、研究者
・研究グループの犠牲的奉仕に依存している状況である。

本研究は、国内において系統的保存の体制がある程度の整備されていた微生物、培養細胞、遺伝子、
特殊環境微生物等の各種生物系研究資材を対象として、その情報を包括的に収集した各種データベー

ス（コンテンツ）を開発・拡充し、研究者なら誰でもアクセスできる研究資材データベースを整備す
ることを目的としたものである。

(1)総 評
本研究では、微生物、組織培養細胞、菌類、原生動物を中心に、それらの研究資材に関するデータ

ベースの構築、そのネットワーク化、ならびに資材そのものの流通のために必要な情報システムつい
て研究を行い、分散統合型生物系研究資材ネットワーク（Bio-Resource Network （BRNet））を構築

した。IT技術の進歩は早いため、個々のシステムが現在の技術レベルと比較して十分であったかとい
う疑問が残るが、各研究機関のデータベース整備とそれらを統合的に利用可能とするポータルサイト

の構築は、国が支援すべき基盤的データベースとしての価値を有しており、目標設定は概ね適切であ
り、その目標は概ね達成されたと評価できる。後期においては、中間評価を踏まえて、前期に設定あ
るいは開発した仕様・システムについて、それらの共有・相互運用システムの構築という観点から、

研究課題の再グルーピングが行われており、研究体制は概ね連携・整合性がとれていると評価できる。
本研究で構築されたBＲNetの利用が大きく伸びていないことが課題であるが、本研究の成果が、新た

なナショナルバイオリソースプロジェクトにおける情報拠点整備プログラムに引き継がれ、データベ
ースコンテンツと機能の充実や高度化が図られることにより、知的基盤整備への寄与が概ね期待でき

る。総じて、一定の成果が得られた研究であったと判断できる。<総合評価ｂ＞

(2)各テーマにおける評価結果

①研究資材データベースの効率化に関する研究
サブテーマ１では、脊椎動物（培養細胞）、無脊椎動物（原生動物、微小後生動物）、細菌類につ

いて、Webデータベースの整備が進められた。また、生物系研究資材データベースの高度化サポートシ
ステムが開発されたことにより、今後、多様な特性をもつ生物系研究資材が効率的に利用されること

が期待される。
具体的には、膨大なカードに蓄積されていたデータや文献に埋もれていたファクトデータが電子化

された。また、本研究班に参画した機関において、独自フォーマットの情報管理提供システムから、

いわゆるオープンシステムへの移行が進められた。生物種の範囲は限定されているが、個々のデータ
ベースの科学的・技術的価値は、概ね高いと評価できる。

また、小規模研究室でも簡易に構築可能な画像データベース構築のためのシステムが開発された。
さらに、生物多様性の時代を迎えるにあたり、その復興が望まれる分類同定システムの研究も行われ、

一定の生物種についてはデータフォーマットと機能の共通化が図られ、本研究班以外の研究グループ
の生物群にも適用することができた。さらに、研究開発にあたって、分散した多様なデータベースと
データ解析ツールの相互運用性実現のために有効な情報技術である、Web関連ツール、分散オブジェク



ト処理技術およびXMLを適用し、実証的に評価した。これらの研究資材データベースの構築と運用に関
する研究成果により、今後、生物系研究分野における研究環境整備が充実することが期待される。

②研究資材データベースの高度ネットワーク構築に関する研究

サブテーマ２では、生物系研究資材情報を対象として、そのネットワーク化のための基盤的研究が
行われ、ネットワーク上での生物学系研究分野における研究環境整備の充実が目指された。
情報と資材の共有については培養細胞の提供事業を対象として、資材の高品質化を踏まえたデータ

の高品質化が進められ、データと連携がとれた受発注システムが試作された。この際に、関連学会と
情報交換をしながら、公開する項目、細胞識別法の共通化とその結果の共有化ならびに画像データの

格納方法の共通化が推し進められた。また、ネットワークの利用者の観点から、Web Interface Defi
nition Languageを活用して、本研究班に参画した機関に限らず、当該分野で定評がある国内外のサイ

トも包括的に探索できる統合検索システムが構築された。さらに、インターネット上の情報源の消長
が激しいことを考慮して、あらかじめ設定したサイトに限らず、無数のサーバーの中から生物資源関
係のサーバーを漏れなくかつ精度高く抽出できる検索エンジンが開発された。そして、研究資材を保

有しながら技術的問題などでデータベース構築が困難な機関を支援するシステムが開発され、リソー
ス情報の充実及び研究資材データベースの共有化推進に寄与した。ユーザーのニーズを十分に反映し

たシステムという点では、まだ改善の余地があると考えられるが、バイオリソース関連のデータベー
スの統合が着実に進められている点から、科学的・技術的波及効果は概ね期待できる。

また、国内外の研究者や研究グループにBRNetのまとめおよび個別ツールのCD-ROMが配布されたとと
もに、関連論文発表のみならず集会や研究会でのポスター発表やデモンストレーションが行われ、情
報発信は概ね行われたと評価できる。しかし、研究者の利用が大きく伸びていないことから、今後、

より一層積極的に情報発信を行うことが望まれる。

(3)評価結果
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